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ブラウザ、機器（PC・モバイル）などに制限されず
幅広い環境で閲覧できます。電子カタログはWebブ
ラウザで閲覧するのが一般的ですが、当社の電子カタ
ログはWebに接続していないオフラインで使用する
こともできます。そのためCDやDVDで配布したり、
また、iPhoneやAndroidアプリとして配信することも
可能です。
　カタログ内の別のページへのジャンプ、動画や音声
の挿入など、リンクを自由に設定できます。電子カタ
ログで商品を選び、リンクを用いて外部ECサイトへ
誘導することも可能です。多くの電子カタログはペー
ジが増えるにつれ検索スピードが遅くなりますが、当
社の電子カタログは1000ページを超えるようなもので
も瞬時に検索結果が表示されますので、欲しい商品に
素早くたどりつけます。
　また、この電子カタログの特徴に、閲覧ログの蓄積・
解析機能があります。
Google Analyticsを 使
い、どのページのどこ
が見られているか視覚
的に表現する「ヒート
マップ表示」が備えら
れておりマーケティン
グに役立ちます。

電子カタログ制作のご案内
印刷物のデータを利用して、見た目はそのままに操作性が高く、
マルチデバイス対応、販売サイトへのリンクなど各種機能を備えた
本格的な電子カタログを、低価格かつ短期間で制作できます。

■電子カタログについて
　ネット通販が普及し、書籍、贈り物、日用雑貨から
専門的な分野の製品まで、あらゆる商品がインター
ネットで購入できる世の中になりました。
　しかし、自分の欲しいものを探すために、数多ある
ECサイトのWebページを行き来しながら多くのウィ
ンドウを開くといったことは、決してユーザビリ
ティーが高いとは言えません。
　従来の書籍型の商品カタログのほうが、商品の探し
易さや使い勝手という面で勝っていると感じるユー
ザーはまだまだ多いものと思われます。
　多くの商品を比較検討でき購入手続きまでワンス
トップで行えるネット通販のメリットと、書籍型の商
品カタログの扱い易さを兼ね備えているのが、今回ご
案内する電子カタログです。
　当社の電子カタログは、LOGOSWARE社の「Flipper 
U」というツールで作成しています。印刷用のPDFデー
タもしくはレイアウトデータをご用意いただければ、
誌面内容はそのままに、短期間かつ低価格で電子カタ
ログが作成できます。

■電子カタログの主な特徴
　当社の電子カタログはHTML5形式とFlash形式の2
つのデータを同時に作成します。HTML5形式はOSや
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主な機能

多段階ズーム機能
拡大ボタン押すと、2倍、4倍、8倍……とズームが可能です。
細かい文字や画像の細部までハッキリ見えます。

クリッピング機能
ブック内の任意の部分を自由に切り取ることが可能。切り取っ
た画像は、メールで送ったり、印刷したりできます。

文字選択機能
ページ内の任意の範囲を指定して、文字をテキストとして抽出
するこができます。

ページ別URL・ピンポイントURL共有機能
各ページ毎のURLやページ内の特定箇所のピンポイントURL
を取得・共有できます。

ソーシャル共有機能
電子カタログのURLやページ内のピンポイントURLをLINEや
Twitter、Facebook等で共有することができます。

パスワード保護機能
電子カタログの閲覧にパスワードを設定することが可能です。
会員だけなどユーザーを限定して公開することができます。

付箋機能
ちょっとしたメモを挟み込
むといったことが紙の本と
同じ感覚でできる付箋機
能。情報は個人ごとに記録
されるので自分専用の本の
ように使えます。

書き込み機能
紙のカタログと同じように
ユーザーが思い思いに文字
を書き入れたり、重要な部
分にマーカーを入れたりで
きます。書き込んだ内容は
ブックに保存されます。

ページめくり機能
まるで実際の本を読んでい
るかのようなページめくり
アニメーション効果。めく
るスピードを設定すること
も可能。めくる際の効果音
を入れることもできます。

さまざまな画面デザイン
操作パネルや背景色などの
デザインは5つのパターン
から選べます。また、本の
厚みを表現するような効果
や、ページ番号の表示の有
無なども設定できます。

■電子カタログの制作手順
　印刷用のデータがあれば、必要なリンクや各種メ
ディアの埋め込み設定を行うだけで、電子カタログは
簡単に作成できます。データはInDesignファイルでも
PDFでも構いません。
　新規にカタログを制作する場合は、紙のカタログと
電子カタログを同時に制作すると効率的です。その際、
商品のテータベース化などもご提案させていただきま

す。掲載商品の追加や内容変更など、公開後のメンテ
ナンスについても対応いたします。
　実際の仕上がりイメージは、下記LOGOSWARE社
のWebサイトでご確認いただけます。制作料金はカ
タログのページ数やリンクの数などによって変動しま
す。当社担当営業までご相談ください。

https://suite.logosware.com/flipper-maker/sample/


